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論 文 内 容 の 要 旨 
 

 本論文は、ある統計多様体の測地線の構成に関する結果を、ジーゲル上半空間の幾何を用いて説

明する。 
 多変数の正規分布の族から定まる統計多様体に対し、その一般的な測地線が P. S. Eriksen によっ

て指数行列の部分行列を用いて構成されている。これは対称空間の測地線が指数行列で得られると

いう事実と類似している。しかし、問題の統計多様体と対称空間の間の関係は明確な形では述べら

れていない。本論文は、この結果の背景として、対称空間の一つであるジーゲル上半空間を考え、

この空間の幾何的構造から Eriksen の結果を説明する。 
 ここでジーゲル上半空間に関し次の事実が知られている。ジーゲル上半空間をコンパクト空間に

埋め込んだときに定まる境界は、境界成分と呼ばれる既約な解析的集合に分解される。一つの境界

成分を固定すると、ジーゲル上半空間からこの境界成分への射影が計量構造を用いて定義される。 
 本論文の結果として以下のことを述べる。ジーゲル上半空間における境界成分への射影に対して、

一点の逆像としてファイバー定めると、その虚部として問題の統計多様体が得られる。Eriksen の

測地線の構成における指数行列から部分行列をとる操作も、同様の射影として定められる。そして

この指数行列はジーゲル上半空間のある部分対称領域の測地線のうち、射影に対して水平的なもの

として特徴付けられるものである。Eriksen の結果を本質的に応用する形で、上の部分対称領域の

射影の像がファイバーに一致することを示す。また、Eriksen の結果はこの部分対称領域の測地線

に対する性質として言い換えられる。このようにして、ジーゲル上半空間の部分対称領域を調べる

ことの過程として、Eriksen の結果が理解されることを述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


